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研究成果の概要（和文）： 観察が難しい環境下における野生動物の採餌行動や社会的相互作用

を記録するため、小型の映像記録装置の開発と海鳥への適用を行った。カツオドリの幼鳥にビ

デオカメラを装着することによって、社会的な情報を用いて採餌をおこなっていることが明ら

かになった。また、小型 GPS を併用することにより、行動圏の拡大や採餌技術の発達に伴っ

て、他個体との社会的接触が変化することが示された。 
 
研究成果の概要（英文）： We deployed miniaturized video recorders on juvenile brown 
boobies (Sula leucogaster) to record foraging behavior and social interactions in 
inaccessible environments. Concomitant with the use of GPS data loggers, the video 
records showed that the seabirds were likely to gain public information on foraging 
grounds, which might directly enhance their foraging success and improve foraging and 
flying skills during their developmental stage, or both. 
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１．研究開始当初の背景 

  野生動物の行動研究の基本は、対象とな

る動物を徹底的に追跡して目視観察するこ

とである。しかし、自由に動き回る動物を長

期間、ときには数時間ですら追跡し続けるこ

とは難しく、特に飛翔性の鳥類に至っては不

可能といってもよい。そこで近年、動物の背

中や体内に直接センサを装着して行動や経

験環境情報を得る「バイオロギング」という

手法が現れ、大きな成果を挙げてきた。例え

ば、加速度センサを海鳥カツオドリにつけた

申請者の研究によって、カツオドリの幼鳥が
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どのように羽ばたきや滑翔を習得していく

のかが明らかになった（Yoda & Kohno Deep 

Sea Res II 54, 321-329，2007）。しかしな

がら、バイオロギング手法によって、動物の

行動や環境情報の全てが記録できたわけで

はない。なぜなら、バイオロギング手法は個

体へ機器を装着するため、特定の個体の行動

と経験環境情報しか得られないからだ。すな

わち、他者との相互作用を伴った行動、たと

えば集団採餌行動や繁殖行動、対捕食者戦略

などの記録は不可能である。そこで注目され

ているのが、ビデオカメラを動物に装着する

技術（AVED システム、Animal-borne video 

and environmental collection systems）で

ある。従来のバイオロギング手法とは異なり、

動物達が見る世界をビデオカメラでそのま

ま撮影することによって、環境、個体の行動、

社会行動、対捕食者戦略などを記録する。い

くつかの先駆的な仕事によって、アシカとホ

オジロザメの被食・補食関係の記録など、

AVED がもつ大きな可能性が示されてきた。

しかしながら、AVED は機器のサイズが非常

に大きいという欠点がある（1kg を切るもの

はほとんどない; Moll et al. TRENDS in 

Ecology & Evolution 22, 660-668, 2007）。

そのため、対象種は大型哺乳類・爬虫類、魚

類などに限定され、比較的小さく体重も軽い

飛翔性鳥類では、機器の回収が困難なことも

重なって行われてこなかったのが現状であ

った。 

 
２．研究の目的 

  本研究では、西表島南西沖の仲ノ神島で

繁殖するカツオドリ（約1.5kg）を研究対象

として、幼鳥の飛翔行動の発達と社会的相互

作用との関係などを明らかにすることを念

頭に、巣立ち後の海鳥類へ装着可能な超小型

ビデオカメラシステムの開発をおこなう。ダ

イバー用に開発された超小型ビデオカメラ

（20-22g）を鳥類装着用に改造し、幼鳥に装

着する。カツオドリは集団で移動、採餌、休

息することがあるため、これらの社会行動が

記録できるかどうか、また、記録に適した装

着位置は体のどこか、海水によるレンズの皮

膜をうまく回避できるか、などを明らかにす

る。 

 

３．研究の方法 
 
(1)雛の保護飼育 

カツオドリは 2 卵を産下し、2 雛間に生じ

る兄弟殺し（無条件雛数削減システム）によ

って、親は１雛のみを育て上げる習性をもつ。

仲ノ神島で巣外に追い出された雛を保護し、

約 15Km 離れた西表島網取湾にて飼育した。

成長にともない室内ケージから野外ケージ

に移し、開放型飼育によって自然な巣立ちを

促した。幼鳥は、親（飼育者=仮親）による

給餌を受けながら約 2－3 ケ月の間、巣場所

（飼育地）と海域を行き来した後に渡去し、

野生復帰した。  

図 1 巣立ち後世話期間中の巣立ち幼鳥 

 
(2)幼鳥への GPSとビデオカメラの装着試験 

“親（飼育者）による長期の巣立ち後世話

期間”に、GPS とビデオカメラを装着した。 

 
① GPS装着試験 

 巣立ちから約 2 ケ月間、１日置きに重さ
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38-45g（全ての幼鳥の体重の 5％以内）の GPS

を幼鳥の背中に装着した。 GPS は早朝活動

前に装着し、１日の活動終了後の夕方日没前

に取り外した。 

 

 

 

 

図 2．GPS装着幼鳥がトリップに飛び立つ 

 

② ビデオカメラ装着試験 

 重さ 27g（幼鳥体重の 2.5％以内）のビデ

オカメラを背中に装着した。また交互に GPS

も装着した。 

 

 

 

    

図 3.ビデオカメラ装着幼鳥がトリップより帰巣 

 

４．研究成果 

(1)飛翔行動発達 

巣立ち後経過にともなって、幼鳥の行動圏が

拡大する傾向がみられた。同様に最長到達距

離（その日に幼鳥が到達した巣場所から最も

離れた地点までの距離）、総移動距離、トリ

ップ時間（１日の中で巣場所を離れていた総

時間）が増大する傾向が見られた。                     

図 4．巣立ち後の独立期幼鳥の総飛翔軌跡 

 

図 5.巣立ち後経過日数と各日のトリップ中の最長

到達距離(a)、総飛翔距離(b)、総トリップ時間(c)

の関係 

 

 このように、カツオドリの幼鳥は、巣立ち

後世話期間中に飛翔能力を発達させるが、島

嶼周辺海域の利用度が高いことも明らかに

なった。 

図6．行動圏の変化 

カーネル密度推定法によって求めた（b）巣立ち後

～15日目と、（c）巣立ち後46日目～ の行動圏。

暖色ほど利用頻度が高い場所であることを示す。 
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(2)社会的相互作用 

 ビデオ映像には、幼鳥の単独飛翔、他のカ

ツオドリの追跡飛翔、同種や他種海鳥の採餌

群や海面浮遊（休息）群などが記録されてい

た。 

① 飛翔時の他個体との関わり 

カツオドリ幼鳥が、単独飛翔している時と、

他のカツオドリを追って追跡飛翔している

時の飛翔時間は、後者の方が長時間の飛翔を

行っていた。 また、幼鳥を追跡飛翔してい

る時と、成鳥を追跡飛翔している時の飛翔時

間を比較すると、成鳥の時の方が長時間の飛

翔を行っていた。  

図 7．(a)単独飛翔時と追跡飛翔時の飛翔時間、(b)

幼鳥追跡時と成鳥追跡時の飛翔時間 

 

図 8．カツオドリ幼鳥が見た映像  

(a) カツオドリ成鳥を追跡飛翔．(b) 他のカツオ

ドリとともに海面休息．(c) クロアジサシの採餌

群に向かって飛翔．(d) オオミズナギドリ の群れ

の中で海面休息．  

 

② 飛び込み潜水時の他個体との関わり 

幼鳥に装着したビデオ映像には、約 500 回

の飛び込み潜水行動が記録されていた。その

25.8％は他のカツオドリの近く、10.8％は他

種海鳥の近くで行われていた。また他種の海

鳥の 55％はカツオドリと餌種の類似するク

ロアジサシだった。 

 

(3)まとめ 

 本研究によって、カツオドリの巣立ち幼鳥

が、他のカツオドリを追跡飛翔したり、採餌

中のカツオドリやクロアジサシを手掛かり

として採餌を試みている可能性を示した。海

鳥の未熟な個体は、同種や他種との社会的な

関わりを持つことで飛翔技術や採餌技術を

発達させて行動圏を拡大し、採餌成功率を高

めている可能性が示唆した。 
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